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※整備区間�
　現在、供用中であっても、立体交差や多車線化�
　をすすめている区間は、整備区間に含まれます�
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く
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ぎ
の
未
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を

未
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づ
く
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ち
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未
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く
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とちぎの未来を拓く道づくり県政特集

県
は
、よ
り
便
利
で
安
全
な
道
づ
く
り
の
た
め
に
、「
三
つ
の
基
本
目
標
」と「
二
つ
の
基
本
姿

勢
」に
基
づ
い
て
道
路
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
こ
で
、基
本
目
標
の
一
つ
で
あ
る「
県

土
の
活
力
を
高
め
る
道
づ
く
り
」の
中
か
ら
代
表
的
な
三
つ
の
道
路
を
紹
介
し
ま
す
。

鬼
怒
テ
ク
ノ
通
り

国
道
４
０
８
号「
鬼
怒
テ
ク

ノ
通
り
」は
、真
岡
市
長
田
の

県
道
真
岡
上
三
川
線
と
宇
都
宮

市
氷
室
町
の
国
道
１
２
３
号
を

結
ぶ
延
長
十
一
キ
ロ
の
バ
イ
パ

ス
道
路
。こ
の
道
路
は
、東
北

自
動
車
道
矢
板
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
（
IC
）と
常
磐
自
動
車
道

を
結
ぶ
総
延
長
約
百
キ
ロ
の
地

域
高
規
格
道
路（
※
）「
常
総
・

宇
都
宮
東
部
連
絡
道
路
」の
主

要
な
部
分
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

沿
線
一
帯
に
は
、真
岡
工
業

団
地
や
清
原
工
業
団
地
な
ど
が

控
え
て
お
り
、そ
れ
ら
を
結
ぶ

国
道
４
０
８
号
は
、大
型
車
が

多
く
、慢
性
的
な
渋
滞
が
起
き

て
い
ま
す
。今
後
、「
鬼
怒
テ

ク
ノ
通
り
」の
整
備
を
着
実
に

す
す
め
る
こ
と
に
よ
り
、渋
滞

が
改
善
さ
れ
、製
品
輸
送
や
通

勤
な
ど
の
所
要
時
間
が
短
縮
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、現
在
建
設
中
の
北

関
東
自
動
車
道
真
岡
IC
に
も
接

続
す
る
こ
と
に
よ
り
、県
内
の

先
端
技
術
集
積
地
域
を
日
本
全

国
や
世
界
各
国
へ
直
結
す
る
大

き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

恵
ま
れ
た
環
境
を
守
る
た
め
に

県
は
、地
域
の
自
然
環
境
に

悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う

「
環
境
に
や
さ
し
い
道
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
鬼

怒
テ
ク
ノ
通
り
」の
一
部
で
あ

る「
真
岡
バ
イ
パ
ス
」で
は
、工

事
を
す
す
め
る
に
あ
た
り
、周

辺
に
生
息
す
る
動
植
物
の
生
態

調
査
や
希
少
植
物
の
移
植
作
業

を
実
施
し
ま
し
た
。ま
た
、自
生

木
に
よ
る
森
林
復
元
の
た
め
に
、

ド
ン
グ
リ
か
ら
育
て
た
ク
ヌ
ギ

や
コ
ナ
ラ

の
苗
木
を

植
樹
す
る

取
り
組
み

も
子
ど
も

た
ち
の
手

に
よ
っ
て

行
わ
れ
て

い
ま
す
。

地
域
の
産
業
や

経
済
を
支
え
ま
す

１１月１８日に開通した国道４０８号鬼怒テクノ通り「真岡バイパス」

「
地
域
高
規
格
道
路
」と
は
、高
速
道
路

と
国
道
、県
道
な
ど
の
一
般
道
路
と
の
中

間
に
位
置
す
る
道
路
で
、高
速
道
路
ほ
ど

の
ス
ピ
ー
ド
は
出
せ
ま
せ
ん
が
、交
差
点

を
立
体
化
す
る
な
ど
し
て
、速
く
、た
く
さ

ん
の
車
を
走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『道路、本来の機能が果たせるように』 ※
一
口
メ
モ

道路をピラミッドに例えるならば、
上にある道路が地域高規格道路で、
最も下にある道路が生活道路です。
本来、都市内に入る必要のない車は、
ピラミッドの上にある道路を通りま
すが、その道路ができていなければ、
車は下の道路へと流れ、渋滞を引き
起こします。下の道路が渋滞すれば、

車はさらに下の道路へと…。結局、ピラミッドの底辺にある
生活道路の交通量が増え、わたしたちの身近なところで交
通事故が起きてしまいます。
道路をつくる際には、まちづくりの中で、道路がどういう

役割を果たしていくのかという視点に立つことが必要です。
道路が本来の機能を果たすことで、渋滞や交通安全上の問
題が解消するばかりではなく、歩いて楽しい道づくりや高
齢者に優しい公共交通も実現可能となってきます。将来を
見据えれば、とちぎの道づくりには、しなくてはならないこ
とがまだまだ多く、できるときにきちんと整備していく必
要があると思います。

苗木の植樹活動を行う子どもたち

日
光
宇
都
宮
道
路

東
北
自
動
車
道
宇
都
宮
IC
と

日
光
市
の
清
滝
IC
を
結
ぶ「
日

光
宇
都
宮
道
路
」は
、六
月
二

十
八
日
、日
本
道
路
公
団（
現

在
は
東
日
本
高
速
道
路
�
）か

ら
栃
木
県
道
路
公
社
へ
引
き
継

が
れ
ま
し
た
。通
行
料
金
が
約

半
額
に
引
き
下
げ
ら
れ
、ま
す

ま
す
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し

た
。さ
ら
に
、地
域
に
愛
さ
れ
る

道
路
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
、公
募
に
よ
り
愛
称
を

に
っ
こ
う
ど
う

「
日
光
道
」に
決
定
し
ま
し
た
。

よ
り
安
く
、よ
り
身
近
に
な

っ
た「
日
光
道
」。今
後
は
、
IC

の
増
設
な
ど
を
す
す
め
、サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

国
際
観
光
都
市

日
光
へ
の
道

北
関
東
自
動
車
道

群
馬
県
高
崎
市
と
茨
城
県
ひ

た
ち
な
か
市
を
結
ぶ
全
長
約
百

五
十
キ
ロ
の「
北
関
東
自
動
車

道
」。こ
の
道
路
の
完
成
に
よ

っ
て
、移
動
時
間
が
短
縮
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
、首
都
圏
か
ら

放
射
状
に
延
び
る
東
北
・
関
越
・

常
磐
の
三
つ
の
高
速
道
路
に
も

連
結
さ
れ
、高
速
交
通
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
さ
ら
に
す
す
み
ま

す
。こ
れ
に
よ
り
、北
関
東
三

県
は
も
と
よ
り
、全
国
と
の
新

た
な
連
携
が
生
ま
れ
、産
業
や

文
化
の
交
流
、観
光
地
の
活
性

化
や
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
輸

送
路
の
確
保
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
も
っ
と
、ち
か
づ
き
た
い
」、

「
も
っ
と
、つ
な
が
り
た
い
」…
。

北
関
東
自
動
車
道
は
皆
さ
ん
の

「
も
っ
と
」を
一
日
も
早
く
か

な
え
る
た
め
の
道
路
で
す
。早

期
全
線
開
通
に
向
け
て
、茨
城
・

群
馬
両
県
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

皆
さ
ん
の「
も
っ
と
」を

か
な
え
る
た
め
に

とちぎの道路

愛称が「日光道」に決定した「日光宇都宮道路」

■北関東自動車道の整備状況（平成１７年１１月現在）

●群馬県境～（仮）岩舟JCT 約２１．７�
用地進ちょく率 約９４％
工 事 発 注 率 約５０％

●栃木都賀JCT～宇都宮上三川IC 約１８．５�
平成１２年７月２１日開通

●宇都宮上三川IC～茨城県境 約１７．８�
用地進ちょく率 約１００％
工 事 発 注 率 約１００％

県高速道路対策室 �０２８－６２３－２３９５

「スイット栃木�東北自動車道スマートIC
社会実験」がさらに便利に�

◆

◆

◆

こ
れ
か
ら
も
、県
は
、
県
土

の
骨
格
と
な
る
道
路
か
ら
身
近

に
あ
る
生
活
道
路
に
至
る
ま
で
、

県
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に�
と

ち
ぎ
�の
未
来
を
拓
く
道
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】県
道
路
建
設
課

�
０
２
８－

６
２
３－

２
４
０
９

上河内SAおよび那須高原SA下り線（福島方面）ETC専
用出口に加え、上り線（東京方面）にETC専用入口を新た
に設置し、平成１８年２月２４日から再開します。
実験時間：午前６時～午後１０時
対象車種：ETC搭載の軽自動車および普通車
http : //www.switto-tochigi.jp
県高速道路対策室 �０２８－６２３－２３９５

宇都宮大学

森本章倫さん


